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資料３ 放置自転車等移送費徴収金の減額理由、自転車返還所の運営について 

 

１ 放置自転車等移送費徴収金の減額理由 

近年、放置自転車等の移動台数は徐々に減少傾向にありましたが、令和２年度以降は

急激に減少し、放置自転車等移送費徴収金についても大幅に減少している状況です。 

急激な減少の要因としては、新型コロナウイルス感染症の蔓延いわゆるコロナ禍によ

る社会状況の変化に伴い、自転車の利用が減少したことが考えられます。 

令和３年度の当初予算では、早期に社会状況が回復することを見込み、コロナ禍前の

実績を基に放置自転車等移送費徴収金予算額を算定しました。 

しかしながら、コロナ禍が長期化し未だ収束していないことから、令和３年度の決算

見込額を再試算し、予算額との差額相当を減額補正しようとするものです。 

なお、補正の時期については、年度途中においてはコロナ禍の状況変化を見通すこと

が困難であったため、おおむね額が確定した今般の３月補正において行うこととしたも

のです。 

   

２ 自転車返還所の運営 

平成３１年度定期監査における監査委員からの意見を受け、末広と売布の２箇所であ

った自転車返還所を、令和３年度より末広自転車返還所の１箇所に統合し、従事職員数

の削減などの業務の効率化を図りました。 

また、監査委員からの意見の中にあった自転車返還所業務の委託化については、近隣

市町や類似団体の状況を参考に、実施に向けた検討を進めているところです。 

移動台数及び移送費徴収金収入の推移

移動台数 返還台数 徴収金収入

平成２７年度 ２,６２９台 １,８８１台 ６,６５４千円

平成２８年度 ２,２１１台 １,６１６台 ５,５２３千円

平成２９年度 ２,０５９台 １,５２９台 ５,１７２千円

平成３０年度 ２,０２０台 １,５２８台 ５,３７９千円

令和元年度 １,３６９台 １,０５０台 ３,６９３千円

令和２年度 ６４９台 ４５６台 １,５４２千円

令和３年度見込 ４７０台 ３２０台 １,０８９千円


